
第６２回壮瞥町新型コロナウィルス感染症対策本部会議 顛末要旨 

 

と き  令和 3 年 5 月 21 日（金）13:30-14:20 

ところ  壮瞥町役場中会議室 

 

■出席者  町長（本部長）、教育長（副本部長）、総務課長、企画財政課長・参事、税務会計課長、 

住民福祉課長、商工観光課長補佐、建設課長、議会監査委員事務局長、 

農業委員会事務局長、生涯学習課長（以上、本部員） 

 

■議事要旨 

（１）国、道などの動き 

  ・北海道では本日、新規感染者数が過去最大になる見込み。 

   また、一部報道によると緊急事態宣言の延長の可能性もある模様。 

    

（２）住民対策班    

   ・ワクチン接種は順調に推移しており、当日キャンセル分は医療従事登録者用に充てている。 

    現在、第 2 日程の接種希望受付中であり、残が生じた場合の対応について内部検討中である。 

 

（３）総務対策班   

・現在、公共施設を一部休館しているが、緊急事態宣言が延長された場合には、休館措置も 

延長する可能性が高いため、その場合に、６月に予定している事業や既に受けている予約の 

 取り扱い等をどうするかについて各課で予め検討願う。 

・町営温泉施設については、現在は利用制限を設けていないが、近隣市町の動向も踏まえ、 

 町民限定とすることを検討中である。 

 

（４）教育対策班   

   ・道教委の指導を踏まえ、6 月から始まる中体連･高体連の大会は、感染予防対策を徹底 

しながら開催される見込みである。 

 


